
皆さんはどのようなお正月を迎えましたか。

お正月には昔から伝わるいろいろなしきたりがあります。大

掃除、門松や松飾り、除夜の鐘、おせち料理、お年玉、初詣、

七草がゆなど、言葉というものは、その表す実体がなくなると

失われていくものです。私たちの生活はどんどんと様変わりを

していますが、昔からの暮らしの上に成り立っています。皆さ

んは、そうした伝統文化を後世に伝えるという役目を担ってい

るのですから、機会あるごとに学んでいってほしいと思います。

さて、私が今年いただいた年賀状のなかに『去年今年貫
こ ぞ こ と し

く棒の如きもの』という俳句が書かれたものがありまし
た。私が初めて教壇に立った時にお世話になった先生からいた

だいた年賀状です。

こぞとは去年の事です。１月１日の朝を思い浮かべてみてく

ださい。一晩眠って朝を迎えただけなのに、もう昨日の１２月

３１日は去年になってしまいます。時間は、月日は、確実に流

れていきますが棒のようにまっすぐで年が改まっても変わらな

いもの、常に自分自身の奥深いところを貫いている信念がある

かどうか、私はこの俳句を送ってくださった先生のお顔を思い

浮かべながら気持ちを引き締めました。

皆さんは今、手に入れようと思えばいくらでも様々な情報や

物を手に入れることができます。好奇心も旺盛になります。そ

れは、素晴らしいことですが、同時に本物を見抜く眼、価値あ

る物を選別できる眼を身に付けていかなければなりません。

「今、何をしなければならないのか、何をしてはいけ

ないのか」を考えて行動するだけで良いと思います。今年は

是非、お互いに本物志向で毎日を過ごしていきましょう。

３年生の皆さんは、進路決定の時が近づいてきています。

今まで受験生と接して言えることは、「受験生だからと言っ

て特別なことをしないで、淡々と日常生活をきっちりとこなし

ていた子が成果を上げていた」ということです。

合格も不合格もあります。でも、それで終わりではありませ

ん。一晩泣いたら、次に向かってスタート！きっとその手には、

失敗から学んだことをたくさん握っているはずです！

冒頭に紹介した「天は、自（みずか）ら助（たす）くる者を

助（たす）く」の意味を紹介して、３年生への激励の言葉とし

ます。

天は公平で、依怙贔屓（えこひいき）しない

努力した人にいい結果を与えてくれる

人はだませても、天と自分をあざむくことはできない

運やツキもあります。でもやはり、いちばん幸せを運んでく

れるものは、自分の努力ではないでしょうか。

それぞれの入学試験まで、残された時間をリズムを崩さず、

有意義に使ってください。

～ 一日一日を大切に生活しましょう ～
昔からよく「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」と言

われます。この時期は気を緩めているとすぐに時が過ぎてしま

います。１年間のまとめをしっかり行いましょう。学年初めに

たてた「目標」は何であったのか覚えていますか。この学年を

振り返り、来年度への準備をしましょう。

私たちの学校目標は、

『自らの成長を実感できる学校』 夢を持ち、未来への可能性を創造する で
す。

３年生は、これから続々と進路が決定していく生徒が増えて

きます。卒業するまで、榛中生としての自覚と誇りをもって生

活してほしいです。また、自分はもう進路が決まったからとい

って気を抜くのではなく、最後まで頑張っている仲間を応援し

てください。 １・２年生は、今学年の学習や活動をしっかり

とまとめ、来学年度に備えていきましょう。

《ソフトテニス 男子・女子》

●近畿中学校インドア大会（長浜ﾄﾞ－ム）

【男子個人】

橋本光希（2年）・白井奏詩（2年）ベスト32

【女子個人】

岩元望美（1年）・岩元愛美（1年）３位

津田麗愛（2年）・新 遙香（2年）１回戦

【男子団体・女子団体】 ベスト１６

《バレーボール 男子》

●JOCジュニアオリンピックカップ中学バレーボール大会〔奈良選抜〕

【グループ戦】

新潟県０－２奈良県 山形県２－０奈良県

奈良選抜はグループ戦を１位通過

【決勝トーナメント】

長崎県２－０奈良県 奈良県チームの結果は、ベスト３２でした

本校より大会に参加した西田君、川島君、山田君 お疲れ様

でした。よく頑張ってくれました。

《吹奏楽》

○1/14(月祝)県アンサンブルコンテスト（打楽器三重奏）

○1/20(日) 宇陀市消防出初め式

○2/ 3(日) 関西ステージマーチング

○3/10(日) 宇陀シティマラソン

２０１９年も君たちの才能が花開くことを祈ります。

ガンバレ！！ 榛原中 ガンバレ！！ 榛中生

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう
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